
 

  

 
 

 

 

復活節
ふっかつせつ

 第
だい

7主日
しゅじつ

礼拝
れいはい

（アジア・エキュメニカル週間
しゅうかん

） 
  

《礼拝
れいはい

はインターネットで中継
ちゅうけい

配信
はいしん

いたします。ホームページにてどなたでも

ご視聴
しちょう

いただけますので、それぞれの場所
ば し ょ

で共
とも

に礼拝
れいはい

をしていただけます》 
 

前  奏
ぜ ん そ う

（黙 祷
も く と う

）AVE VERUM CORPUS（©著作権
ちょさくけん

消滅
しょうめつ

） 

招
まね

きの詞
ことば

 詩編
し へ ん

    97編
へん

 1節
せつ

 

賛 美 歌
さ ん び か

 21－410番
ばん

「昇
のぼ

れよ、義
ぎ

の太陽
たいよう

」（©教団
きょうだん

讃美歌
さ ん び か

改訂
かいてい

委員会
いいんかい

） 

聖  書
せ い し ょ

 ヨハネによる福音書
ふくいんしょ

 17 章
しょう

 20－26節
せつ

 

お 祈
いの

 り 

賛 美 歌
さ ん び か

 21－11番
ばん

「感謝
かんしゃ

にみちて」（©JASRAC） 

メッセージ 「人
ひと

となり 他人
ひ と

と異
こと

なり 一
ひと

つとなる」 岡嶋
おかじま

 千宙
ち ひ ろ

 伝道師
でんどうし

 

賛 美 歌
さ ん び か

 21－540番
ばん

「主
しゅ

イェスにより」（©著作権
ちょさくけん

消滅
しょうめつ

） 

主
しゅ

の祈
いの

り 21－62番
ばん

「天
てん

にいます 私
わたし

たちの父
ちち

」（©教団
きょうだん

讃美歌
さ ん び か

改訂
かいてい

委員会
いいんかい

） 

誕生者
たんじょうしゃ

祝福式
しゅくふくしき

（＊）    岡嶋
おかじま

 千宙
ち ひ ろ

 伝道師
でんどうし

 

献 げ 物
さ さ げ も の

（＊＊） 

派  遣
は け ん

 21－91番
ばん

「神
かみ

の恵
めぐ

みゆたかに受
う

け」（1節
せつ

のみ）（©JASRAC） 

祝  福
し ゅ く ふ く

      岡嶋
おかじま

 千宙
ち ひ ろ

 伝道師
でんどうし

 

後  奏
こ う そ う

 アーメン コーラス（21－40－6番
ばん

）（©著作権
ちょさくけん

消滅
しょうめつ

） 

報  告
ほ う こ く

 （4頁
ページ

をご参照
さんしょう

ください） 
 

《お隣
となり

と間隔
かんかく

をあけて、席
せき

にお座
すわ

りになったままで礼拝
れいはい

にご参加
さ ん か

ください》 

＊みんなで 5月
がつ

生
う

まれの方
かた

（と今年度
こんねんど

5月
がつ

までにお生
う

まれの方
かた

）を祝福
しゅくふく

いた

します。ご遠慮
えんりょ

なさらず、どなたでもお申
もう

し出
で

ください。 

＊＊「献げ物
ささげもの

（献金
けんきん

）」は参加費
さ ん か ひ

ではございません。 

受付
うけつけ

に献
けん

金箱
きんばこ

がございます。ご用意
よ う い

のある方
かた

のみ、お献
ささ

げください。 

2022 年 5 月 29 日（日） 

日本キリスト教団 久宝
きゅうほう

教会
きょうかい

 

第 65 巻第 7 号（通算 3289 号） 

教会設立 1959 年 6 月 14 日 
 
〒581-0072 
大阪府八尾市久宝寺 6 丁目 7－10 

TEL 072-992-2131 FAX 072-992-2135 

主任担任教師・牛田 匡 牧師 

担任教師・水谷 憲 牧師 

隠退教師・小林 達夫 牧師 

郵便振替：00980－5－212130 「日本基督教団久宝教会」 

【集会案内】こどもの礼拝：毎日曜 10：00－10：20   何かお悩みがありましたらご遠慮なくご相談ください 

      主日礼拝：毎日曜 10：30－11：30 小さい子どもたちも、いつでも歓迎いたします。 

教会標語 
 

神様
かみさま

がすべての人
ひと

と共
とも

におられる 

ことを 証
あかし

ししていく教 会
きょうかい

 
 

ホームページ「久宝教会」 
（ウェブサイト）     

    http://www.koinonia.or.jp/kyuhokyokai 

【連絡先(牛田)】090-9161-4027 

kyuho-church@koinonia.or.jp 

イエスは言われた。「私が復活であり、命である。 

私に信頼して歩む人は、たとえ死んでいても生きる」（ヨハネによる福音書１１：２５） 



招
まね

きの詞
ことば

 詩編 97 編 1 節 （聖書協会共同訳©日本聖書協会） 

1主は王となられた。 

地は喜び躍れ。 

多くの島々は喜べ。 

 

聖書 ヨハネによる福音書 17 章 20－26（聖書協会共同訳©日本聖書協会） 

20 また、彼らについてだけでなく、彼らの言葉によって私を信じる人々について

も、お願いします。21 父よ、あなたが私の内におられ、私があなたの内にいるよ

うに、すべての人を一つにしてください。彼らも私たちの内にいるようにしてく

ださい。そうすれば、世は、あなたが私をお遣わしになったことを信じるように

なります。22 あなたがくださった栄光を、私は彼らに与えました。私たちが一つ

であるように、彼らも一つになるためです。23 私が彼らの内におり、あなたが  

私の内におられるのは、彼らが完全に一つになるためです。こうして、あなたが

私をお遣わしになったこと、また、私を愛されたように、彼らをも愛されたこと

を、世が知るようになります。24 父よ、私に与えてくださった人々を、私のいる

所に、共にいるようにしてください。天地創造の前から私を愛して、与えてくだ

さった私の栄光を、彼らに見させてください。25 正しい父よ、世はあなたを知り

ませんが、私はあなたを知っており、この人々はあなたが私をお遣わしになった

ことを知っています。26 私は彼らに御名
み な

を知らせました。また、これからも知ら

せます。私を愛してくださったあなたの愛が彼らの内にあり、私も彼らの内にい

るようになるためです。 

 

 



 

《先週のメッセージより》2022 年 5 月 22 日 復活節第 6 主日礼拝 

「苦しみが喜びに変わる日を待ち望む」     牛田匡牧師 

聖書 ヨハネによる福音書 16 章 12－24 節 

 「苦しみが喜びに変わる」なんて、あり得るのでしょうか。「そんなことはあ

り得ない」と言われそうです。聖書の中で、しばしば「嘆きが踊りに変えられ」

（詩 30：12）、「苦しみは喜びに変えられる」（ヨハネ 16：20）と述べられてい

るのは、裏を返せば、古代イスラエル民族がかつて奴隷であり、土地を持たな

い放浪の民であり、小さく弱く貧しい民族であったが故に、常に苦労のない時

はなかったということでした。だからこそ、そのような神様の約束の言葉が必

要でした。そしてイエス様と出会った後も、直接イエス様と接した弟子たちだ

けでなく、イエス様の復活の後の初代教会の人たちも皆、ずっと迫害などの苦

労の中にありました。にもかかわらず、彼らは諦めることなく、絶望して自暴

自棄になることもなく、「苦しみが、喜びに変わる日が来る」と信じて、歩んで

いました。それこそが、イエス・キリストが「十字架にて殺されから、3 日目

に死から引き起こされて、今も生きて全ての人と共におられる」ということな

のではないかと思います。 

 「今の苦しみは、やがて喜びに変わる」という言葉だけを取り上げると、と

もすると現在のハラスメントを容認する言葉のように、受け取られてしまいか

ねません。音楽でもスポーツでも、仕事の上でも、「苦しい我慢や、忍耐の末に

こそ、成功がある」「この成果を出せたのは、あの厳しい指導のおかげ」と思わ

れて来たのではないかと思いますが、その結果は自分が受けてきたハラスメン

トを、次の世代にも押し付ける「ハラスメントの連鎖」と、たましいが破壊さ

れて生きる意欲を失い、絶望し自暴自棄に走る人々の姿なのではないでしょう

か。苦しみ自体に意味があるのではありません。また「それ自体を求めなさい」

と言われているのでもありません。むしろ求めていなくても日々に周りにあふ

れている様々な苦しみを前にする私たちに、神様は「私はいつも一緒にいる。

あなたは一人じゃないから大丈夫」と語りかけてくれているのではないでしょ

うか。苦労の意味は「〇〇のためだ」と他人から与えられるものではないはず

です。何故、今こんな苦しみが与えられているのか、たとえすぐには分からな

くても、時には数年後、数十年後であったとしても、「あの時の苦労は、このた

めだったんだ」と自らの内に気付くことがある、意味づけすることができる時

が来る。それが真理の霊（聖霊）によって導かれた「苦しみが喜びに変わる日」

なのではないかと思います。苦しみが喜びに変えられる日が必ず与えられるこ

とを待ち望みつつ、私たちは今日も、共にいてくださる神様に導かれながら、

歩みを進めていきます。 
 

毎週の「メッセージより」は、ウェブサイト等にも順次掲載されています。 
 

 

 ホームページ    Facebook   LINE 公式アカウント 
            



 

◎ 先週の報告 5 月 22 日 復活節第 6 主日礼拝 

 主日礼拝出席 大人 6 名 子ども 2 名 中継動画再生数 9 回 

  献金  大人 5,000 円  感謝 

・礼拝後に、釜ヶ崎支援のための「おにぎり作り」を行い、いこい食堂に 168 個をお

届けして、お配りすることができました。どうもありがとうございました。 
 

◎次週 2022 年 6 月 5 日（日）ペンテコステ（聖霊降臨日）礼拝 

 招きの詞 詩編 104 編 33－35 節 

 聖書 ヨハネによる福音書 14 章 15－18,  25－27 節 

 メッセージ「I will be back」岡嶋千宙伝道師（向島伝道所） 

 賛美歌 21－12番（©讃美歌委）、21－343番（©讃美歌委）、21－437番（©JASRAC） 

 礼拝はインターネットで中継配信いたします。礼拝後の愛餐会（昼食会）はござい

ません。礼拝後に 6 月期の教会を考える会を予定しております。 

 

◎お知らせ 

・新型コロナウイルス感染症の感染は依然として続いています。ご自身の感染予防の

ためにも、他人に感染させないためにも、教会堂に集まる形での礼拝にこだわら

ず、インターネットの中継配信を利用したご在宅での礼拝など、それぞれの方が参

加しやすい形で礼拝にご参加ください。「週報」や「メッセージ（全文）」はホーム

ページからダウンロードしていただくことができます。 

・明日 5 月 30 日（月）19 時～20 時半に「日本におけるマイノリティ人権白書（ラ

イブ版）」が開催されます（主催：マイノリティ宣教センター）。テーマは「移住労

働者～宣教の取り組みとこれから～」で、登壇者はデイビッド・マッキントッシュ

共同主事です。会場は東京にあるマイノリティ宣教センターですが、インターネッ

トを利用した ZOOM によるオンライン参加 

も可能です。ＺＯＯＭでの参加をご希望され 

る方は、右の QR コード 

もしくは、下記の URL 

より事前にお申し込み 

ください。 

     

https://onl.bz/gyBBA2z 

 

◎ 次週以降の行事予定    

 メッセージ 行事 

6/5 岡嶋伝道師 ペンテコステ礼拝・ユーカリスト？・教会を考える会 

6/12 牛田牧師 （教会創立記念礼拝）花の日こどもの日 

6/19 岡嶋伝道師 聖書を読む会？ 

6/26 牛田牧師 おにぎり支援・河内地区婦人会（ZOOM） 

 
 

https://onl.bz/gyBBA2z

